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１．実証実験の概要



利用者ニーズの高まりに伴う予約利便性の向上と効率的な受入体制の整備

1-1 背景・目的

１．実証実験の概要

●住み慣れた地域で暮らし続けられる共生社会の浸透に伴い、在宅支援の充実が図られている
●医療の進歩に伴い、医療的ケアを必要とする子供が増加し、ショートステイ等の一時預かりニーズが年々増加している
●利用者からの施設予約は電話で対応しており、利用者側・職員側で以下のような課題を抱えている

＜利用者＞ ＜職員＞

利用者が、いつでも・どこからでも予約できるインターネット予約システムを開発することで、
予約に関する利用者・職員の負担を軽減したい！

4/20



実施者 業務フロー

利用者

地域支援課

看護部

システム

実施者 業務フロー

利用者

地域支援課

看護部

予約期間に
電話

利用希望の
聞き取り

予約調整

予約調整
予約状況の

入力
印刷

決定連絡
（電話）

予約の確認
（電話）

予約
受付表

依頼
連絡票
(excel)

依頼
連絡票
(紙)

予約希望日を
入力

予約システム

予約確認

カレンダー入力

予約情報の
出力

予約調整

予約調整
依頼票の
出力

決定連絡
（一括メール）

予約の確認
（メール）

カレンダー
(excel)

予約現行フロー（紙と人が主）

１．実証実験の概要

1-2 対象となる業務の全体像

システム導入後の想定フロー（システム上で完結）
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本システム概要（クラウドサーバーを用いた予約システム）

1-2 対象となる業務の全体像

１．実証実験の概要

利用者のスマホ・PC等

・利用者申込
・利用者登録
・予約開始通知メール
・ネットで空き状況を見て予約

事業所PC

クラウドサーバ

・利用者本登録
・予約開始処理
・予約状況の確認

病棟PC

・予約状況を確認
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1-3 目標・KPI

１．実証実験の概要

※利用者全員・職員がシステムを利用する場合を想定した目標値設定

予約時に関する業務負担軽減 現状 目標

電話対応業務及びカレンダー入力業務にかかる時間
（利用者1人当たり）

15.9 分 0分※

満足度評価（利用者・職員） 目標

システムへの満足度に関する所感をアンケート回答
利用者・職員それぞれ
肯定的な意見：7割

予約後に関する業務負担軽減 現状 目標

依頼連絡票作成業務及び利用スケジュール決定連絡業務にか
かる時間（利用者1人当たり）

2.1分 0.1分未満※
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２．実証実験の結果



2-1 KPIに関する結果

２．実証実験の結果

予約時に関する業務負担軽減 現状 結果

電話対応業務及びカレンダー入力業務にかかる時間
（利用者1人当たり）

15.9 分

利用者がシステムで予約
をする場合※1

0分

利用者が電話で予約をす
る場合

12.6分

満足度評価（利用者・職員） 結果

システムに関する所感をアンケート回答
利用者満足※2（18/20)

職員満足（7/7)

予約後に関する業務負担軽減 現状 結果

依頼連絡票作成業務及び利用スケジュール決定連絡業務にか
かる時間（利用者1人当たり）

2.1分

利用者がシステムで予約
をする場合※1

0.1分未満

利用者が電話で予約をす
る場合

1.0分

※1 利用者から実際に電話で受け付けた予約情報を、利用者を想定した職員が代理で入力し、利用者がシステムで予約
したと仮定した場合の業務時間を計測した。

※2 利用者には、デモ機を用いて予約までの一連のフローを実施していただき、システムに関する満足度を集計した。
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2-1 KPIに関する結果

２．実証実験の結果

利用者アンケート結果を踏まえた業務時間の削減見込み

19

1
0

0

5

10
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20

使いたい どちらともいえない 使わない

予約システムがあったら今後使いたいですか？

• デモ機を用いて予約までの一連のフローを実施してい
ただいた利用者20名を対象としたアンケートにおいて、
「予約システムがあったら今後使いたいですか？」と
いう設問に回答いただいた。

• アンケートの結果、19名から「使いたい」という回答
が得られた。

• アンケート結果を踏まえ、95%の利用者がシステム
を利用した予約に移行すると仮定すると、
予約時に関する業務時間は全体で8時間10分
予約後に関する業務時間は全体で1時間30分
削減できることが見込まれる。

※実証実験では、こばと棟利用者の予約（46名分）のみを対象と
して、職員及び利用者がシステムを利用した場合の業務時間を
計測したが、実際の業務では180名分程度が対象となるため、
業務時間の削減効果はさらに大きくなることが見込まれる。

予約時に関する業務負担軽減 現状
導入後

(見込み)

電話対応業務及びカレンダー
入力業務にかかる時間

8時間40分 約30分

予約後に関する業務負担軽減 現状
導入後

(見込み)

依頼連絡票作成業務及び利用
スケジュール決定連絡業務に
かかる時間

1時間35分 約5分

◼ 全体の業務時間の削減見込み
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利用者毎に入所できる病棟の空所数が一目で分かる

2-2 工夫したポイント ①利用者予約

２．実証実験の結果

・利用する病棟の空床数が一目で分かる
各利用者によって利用できるサービスが異なる為、利用者登録時に
登録された内容に基づいて、空床数を提示している
（こばと・外科・特殊ベッド等）

・予約申請ミスを防ぐ為、申請前に「入所日時」「退所日時」を
目視で確認することが出来る

・『予約確認』で現在まで登録した予約状況を確認することが出来る
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予約対象月における予約受付の開始・終了の案内設定

2-2 工夫したポイント ②予約における通知設定

２．実証実験の結果

予約対象月を選択できる

追加予約の受付は表示されている年月を含め、
それ以前の予約の受付を開始

[確定メール送信]を押下すると対象月に予約が入っている利用者の
メールアドレスに予約確定メールが送信される

・「利用者の申請忘れ防止」を目的として、予約申請に関する通知を一斉に行うことが出来る

・病床に空きがあり、追加で受付を行う場合も同様に一斉に通知を行うことが出来る
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依頼票および入退者一覧表の自動作成

2-2 工夫したポイント ③予約後における各種資料

２．実証実験の結果

依頼票 こばと

入所時間、退所時間、氏名を
一つのセルにまとめて出力
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病棟や利用者に合わせて病床使用状況を調整できる

2-2 工夫したポイント ④病床組合せ

２．実証実験の結果

・「配置間隔」の数値を変更することで、退所日から別利用者の入所日までの間隔を調整し、
同じ病床を利用できるか、別の病床で対応しなけらばならないかをシミュレーションすることができる

・場所（病院・こばと1,2,3 等）毎に表が作成される為、場所ごとによって異なる病床使用の取決めにも対応可能

【病院】 【こばと】
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１．利用者（予約申請者）の予約における声
デモ機を用いて予約システムを利用した際、9割(18/20)の方から肯定的な意見をいただいた。
これまでの電話対応に関し、電話がつながらないストレスを軽減できるだけでなく、
予約忘れ防止にも効果がありそうとの事で、システム活用による期待が高まった。

２．職員の業務負担減
KPIの結果から、「予約時の電話対応（待機を含む）」「各種書類作成」に係る時間を大幅に削減し、
業務効率化への効果が高いことを確認することができた。

３．利用者による場合分けの複雑性
利用者によっては、利用できる病棟だけでなく、利用者が安心して過ごすことができる環境条件がある為、
その点に配慮した組み合わせ設定をする必要がある等、システムが出来上がるにつれて生まれる課題点が
あった。

2-3 実証実験で得られた発見

２．実証実験の結果
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３．課題と今後の展開



3-1 サービス/ システムに関する課題

３．課題と今後の展開

システムユーザーの細かな要求の深堀
・回収したアンケート結果から、職員・利用者から使用する上での細かな要望が多々あった。
実際に使用していく中で更に追加要求事項が増えていくことが想定される為、引き続きヒアリングを
実施していく必要がある。

3-2 導入に向けての課題と解決策

機能追加・本番環境構築・運用方法の認識一致
・実証実験モデルを試行していただいた際に、職員ならびに利用者から細かな要望が多々あった。
導入に向けて、要望を満たす機能を追加することや、本番環境への移行作業が必要となる。
例）利用者：画面デザイン（文字サイズ等）、予約可能期間の可視化

職員：利用者固有の条件を含めた予約申請

・細かな要望に関する仕様を満たすシステムを作製するにあたり、技術的には問題ないものの、
施設内の運用方法に基づく要望項目もある為、どのような運用にすることが、職員ならびに利用者の
双方にとって最適であるかを協議し決定する必要がある。
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４．参考資料



ショートステイ予約システム（利用者側）

4-1 成果物（制作物）紹介①

４．参考資料

・スマートフォンから空床数を確認して
予約申請をすることができるシステム

・事前に登録したメールアドレスに予約
開始通知が届くことで、予約忘れを防止
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ショートステイ予約システム（職員側）

4-1 成果物（制作物）紹介②

４．参考資料

【代理予約】【予約案内通知制御】

【利用者別予約状況】

代理予約、予約案内通知、予約状況の確認、予約内容を基にした
資料作成ができるシステム（当該施設の仕様に基づく）

【資料自動出力】
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